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特別損失（減損損失）の計上及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、平成29年３月期（平成28年４月１日～平成29年３月31日）において、特別損失（減損損失）を計上

する見込みとなりました。また、最近の業績動向を踏まえ、平成28年5月10日に公表しました平成29年3月期の

通期業績予想を下記のとおり修正いたしますので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．特別損失（減損損失）の計上について 

当社が保有する固定資産の一部について、収益性の低下がみられたことから、「固定資産の減損に係る

会計基準」に基づき、当該資産の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、約249百万円を特別損失として

計上する見込みであります。 

 

２．業績予想の修正について 

（１）平成29年３月期 通期個別業績予想数値の修正（平成28年４月１日～平成29年３月31日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 
１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

9,030 155 200 125 60.64 

今回修正予想（Ｂ） 8,556 183 236 △17 △8.46 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △473 28 36 △142  

増 減 率（ ％ ） △5.2 18.4 18.3 ―  

（ご参考）前期実績 

（平成 28 年３月期） 
8,601 70 144 73 35.55 

 

（２）修正の理由 

売上高につきましては、主に冬季カー用品の需要が計画を下回ったことにより減収となりました。 

販売費及び一般管理費の総額が諸経費の削減効果により計画を下回ることになったことから、営業利益及び

経常利益が前回予想を上回る見込みとなりました。 

また、当期純利益につきましては、特別損失として上記の減損損失の計上が見込まることから、前回予想を

下回る見込みであります。 

 



（注意事項） 

上記に記載した予想数値は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき算定しており、実際

の業績は、今後、様々な要因によって当該予想と異なる結果となる可能性がありますのでご承知おきくだ

さい。 

以 上 


